
することが加盟クラブに要請されてきましたが、

本格的な移行段階となった次年度は、当地区の上

田ガバナーエレクトから、加盟クラブに対して

３カ年計画を策定するよう依頼が成され、既にク

ラブリーダーを対象にそのためのセミナーが開催

されています。

　RIが定めたタイムスケジュールによると、ま

ず、昨年10月のRI理事会で３カ年計画のパイロッ

トプログラムを実施することが決定され、本年度

がそのための移行年度と位置づけられました。今

年４月には地区が３カ年計画をRIに提出してお

り、そして次年度７月から正式に加盟クラブを巻

き込んだ３カ年計画のパイロットプログラムが開始

されます。パイロットプログラムの結果は2027−

28年度に評価されますが、これまでの経緯を勘案

すると、その時には今以上に複数年度計画が当た

り前になっていると思われます。

　戦略計画あるいは３カ年計画、呼び名は何でも

いいですが、単年度ではなく少なくとも３カ年に

及ぶ計画を策定し、それに基づくクラブ運営を行

うメリットは、まず先ほど申し上げたように、複

数年度でできることに比べ単年度でできることは

限られていることです。また、RIが2018年から

2023年までに継続して成長した北米のクラブを

対象に行った調査によると、長期的な目標設定を

することが、クラブの活性化とプロジェクトの成

功に寄与していることがわかっています。

　次年度からロータリーは大きく変わります。今

年度はこのような時代の要請に対応する仕組み作
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◆  会 長 時 間  ◆
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本年度会長テーマ

No.
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Club of Hiroshima West

RI会長テーマ：Create Hope in the World

「世界に希望を生み出そう」 「50年の過去に感謝し、50年先の未来を築こう」

本年度会長テーマ Build FUTURE

諏訪（浩）会長

　　　　　　　　　　RIは、ロータリー全体の大

　　　　　　　　　きな目標達成のために、RI、

　　　　　　　　　地区、加盟クラブの運営方法

　　　　　　　　　を変えていく試みを数十年前

　　　　　　　　　から始めています。その動き

　　　　　　　　　の中で、これまで、RIのビ

ジョン声明、戦略計画および行動計画などが発表

されており、今、ロータリー全体がどの方向に向

かい、どうやって目標を達成しようとしているの

かが明確になっています。

　その試みの集大成として、RIは特に本年度を

transition year（移行年度）と位置づけ、加盟ク

ラブに３-year rolling plan（３カ年ローリング計

画）を準備し、次年度、すなわち2024−2025年

度からは、３カ年という中長期的スパンで全ての

プロジェクトを進めるよう、強く要請していま

す。具体的には、RIの３カ年計画に従って、ゾー

ンや地区がそれとリンクする３カ年計画を策定

し、加盟クラブにそれとリンクする独自の３カ年

計画を策定することを要請することがRI理事会で

決定されています。

　先日のシンガポール国際大会では、「単年度で

できることを過大評価してはならない」という印

象的な言葉がありました。単年度で完結させるの

ではなく３年間で完結させるという考え方に移行

していくときが来ています。

　この数年、地区ガバナーからは戦略計画を策定

【ロータリーが目指す３カ年計画について】

「ロータリー親睦活動月間」



　 他クラブ例会臨時変更

　 　6月26日㈬　広島東RC　休会

　 　7月 9日㈫　広島安芸RC　夜間例会に変更

　　本年度最後のロータリー情報をお届けいたし

　ます。先週の退任挨拶でも申しましたが、本年

　度は多くの時間をいただき、皆様にロータリー

　に関する情報や認識の共有を図ってまいりまし

　た。“ロータリーとは自己教育運動である”で

　あったり“ロータリーにおける親睦とは友愛の

　心のことである”など、奉仕概念の成り立ちか

　ら、ロータリー創立から今日に至るまでの歴史

　的背景などをご紹介してきました。また、それ

　と同時に『ロータリーへの取り組み方』は会員

　の自由であります。日々、緊張に包まれる中、

　唯一オアシス的な安らぎをそこに求める方。

　『ロータリーに在籍する意義』を見出せない方。

　自分の属するロータリークラブが大好きだから

　こそ、『ロータリーについて』を掘り下げて、自

　らの見識を深めようとする方。いずれも間違っ

　ているとは思いません。いずれにせよ、そこに

　は「自らの行動が求められる」のではないでしょ

　うか。そして「広島西RC」会員である以上、

　自らの言行が、そのまま当クラブの評価につな

りを目指しましたが失敗に終わりました。クラブ

はRIから認証を受けているのですから、「クラブ

運営はクラブの勝手。RIは関係ない」などと考え

てはなりません。次年度は最初の３カ年計画をしっ

かり策定していただき、毎年それをローリングす

る仕組みを整備していただきますようお願いする

と共に、本件に関する会員の皆様の高い関心と注

目をお願いいたします。

　このたび大変残念ではありますが、クラブを退

会させていただくこととなりました。

　６年前に覚悟と決意を持って、広島西RCに入

会させていただきました。途中コロナ禍で活動が

制限された時期もありましたが、このクラブでの

活動はとても楽しく、有意義なもので、大きな財

産となりました。

　私はこのクラブが大好きです。次年度は、米山

奨学委員会への配属も決定しており、そういう中

でクラブを去ることに、とても申し訳ない気持ち

でいっぱいです。ロータリーを退会しても、ここ

で学んだ職業奉仕、社会奉仕の精神を忘れず仕事

をしていきたいと思います。

　大変勝手なお願いですが、皆さんとのご縁だけ

はこれからも大切にさせてください。最後になり

ますが、広島西RCの今後益々の発展と、皆さま

のご健勝ご多幸を祈念しております。

６年間本当にありがとうございました。
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遠来の来客

山内 浩実（やまのうち　ひろみ）さん

　東京新都心RC（第2580地区）
　　所属会社　大成建設株式会社

退会ご挨拶　　　　　　　　川村　聡 君

𠮷田（大）幹事会務報告

本　日（６月20日・木曜日）

　会員数　91名　　出席者　76名

　欠席者　15名　　ご来客　 1名

　ご来賓　 0名　　ゲスト　 0名

　　　　　　　　　　 計　　77名

　4週前の例会2024年5月23日・木曜日

　　　　　出席率　100％

南條副委員長出席報告

プログラム・出席委員会

委員会報告

ロータリー情報委員会　　松岡（輝）委員長



　がることも事実です。会員皆様にとって「広島

　西RC」とはどのような存在でしょうか。皆様

　は「ロータリーの奉仕」について、どのようにお

　考えでしょうか。そのお答えが次年度以降のロー

　タリー活動に反映されることを祈っております。

　 山内　浩実 さん（東京新都心RC）

　 　本日は広島西RC例会にお越しいただきあり

　 がとうございます。スマイルにご出宝いただい

　 ております。

　 川村君（自主申告・大枚）

　 　広島西RCに在籍しました６年９ヶ月の感謝を

　 込めて、出宝させていただきます。広島西RC

　 の益々の発展と、皆さまのご多幸を祈念してお

　 ります。

　 村上（健）君（自主申告・金一封）

　 　本日は息子の話題です。知らぬ間に環太平洋

　 大学の硬式野球部を３年に進級するときに退部

　 し、岡山のショットバーの店長になりあがって

　 いました。

　 　大学は４年で卒業。広島で働いていました

　 が、岡山の社会人野球チームのある会社に転

　 職し、昨年は夏の全国大会で優勝することがで

　 きました。今は修行の意味も含めて弊社の仕

　 入先の鉄鋼メーカー指定商社に就職が決まり

　 名古屋で働いています。

　 　将来わが社の社長になり、広島西RCに入会

　 し、バイオレッツの役に立つまではまだ20年

　 後くらいになるかもしれませんが、どうか親

　 子共々温かく見守ってください。

　 安原君

　 　経済レポート（赤）６月18日号に『信用金庫

　 業界では「信用金庫法」が施行された６月15

　 日を「信用金庫の日」と定め、地域の人たち

　 に感謝の意を表すことを目的に、地域貢献活

　 動に業界をあげて取り組んでいる』と掲載され

　 ておりました。

　 　広島信用金庫では、広島の街に緑を増やす

　 「〈ひろしん〉グリーンプロジェクト」を実施し、

　 緑を育むことで地球温暖化などの環境問題解

　 決に取り組んでいるそうです。

　 中村（光）君（自主申告）

　 　私の会社が昨年から取り組んでおります「グ

　 ランピング・リゾート大島」が昨年４月より手続

　 き等で工事をストップしておりました。先週、

　 補助金事務局から希望した金額を補助していた

　 だける旨の連絡があり、建設工事を再開し11月

　 のグランドOPENに向けて前進いたします。

　会員組織委員会では、職業分類・会員増強委員

会、会員選考委員会、ロータリー情報委員会と連

携し、クラブの発展とロータリー精神の継続的な

啓発を目指しました。８月31日の例会で会員組

織部門の強調プログラムを実施し、新会員２名、

退会会員１名の結果でした。副会長としても、諏

訪（浩）会長を支え、クラブを盛り上げることがで

きました。
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（８名）

創業月おめでとうございます。

長谷川（行）君  　㈱ナガ・ツキ

岡野君  　　　　 岡重㈱

土井（英）君  　　㈱SANYO KOUKOKU

村上（智）君  　　㈱フジセンイ

香川（浩）君  　　㈲ヒロウェル

𠮷田（大）君  　　菱光産業㈱

中村（光）君  　　㈲コスモス

八條君  　　　　 ㈱エイトコーポレーション

木本君（Ｈ17年）

（１名）

ご入会記念月おめでとうございます。

会員記念日

スマイルボックス S A A  村上（健）委員長

 中村（光）君

日 時 テ　　ー　　マ

7/4㈭ 新年度 理事会メンバー就任挨拶

卓話予告

理事・委員長 退任挨拶

会員組織部門
会員組織委員会
理事／副会長

木　村　構　臣



比治山公園に建立しました。その他にも、地区補

助金を利用した「なぎさ園へのインクルーシブス

イングシート１台の寄贈」や、西区・佐伯区に

「こども見守りジャンパー」計200着を寄贈するこ

とができました。

　会員皆様のご協力に感謝申し上げます。１年間

ありがとうございました。

　台南RC創立70周年記念式典に、会長、幹事他

総勢20名で訪問し、友好を深めることができま

した。６月２日、「経験者から学ぶ国際奉仕活動」

をエディオンピースウイング広島で実施。熱心な

学生の質問に対して講師から丁寧にご回答いただ

き、学生の皆さんに国際社会奉仕活動の「道しる

べ」を示す良いイベントになりました。皆様のお

かげで有意義な１年でした。ありがとうございま

した。

　２月29日に、国際奉仕部門担当クラブフォーラ

ムとして、国連ユニタール広島事務所の三上 知佐 

所長から卓話をいただきました。６月２日には公

開講座「経験者から学ぶ国際社会奉仕」を一般社

団法人国連ユニタール協会の共催を得て開催しま

した。

　ご協力いただきました皆様本当にありがとうご

ざいました。

　八條副委員長、坂田君、岡野君で編成された委

員会でしたが何もできず、会員の皆様に頼りっぱ

なしの１年となりました。

　１年間ありがとうございました。

　四つのテストの唱和を毎月第２例会で順調に実

施できました。10月に行った職場訪問例会では、

広島電鉄様の力をお借りし、HIROSHIMA GATE 

PARK PLAZA 内 good spoonさんに何度も足を

運び、この日に合わせたコース料理を提供してい

ただきました。新会員企業従業員の例会招待も無

事に終了することができました。皆様、１年間あ

りがとうございました。

　青少年・インターアクト委員会と地域・環境委

員会の皆様と共に１年間活動してまいりました。

　どちらの委員会も対外事業が中心となるため先

方との日程などの調整が難しいところですが、両

委員会とも段取り良く計画を立てていただき滞り

なく実行できたと思います。

　ご協力いただきました正副幹事をはじめ委員会

の皆様、会員の皆様に感謝申し上げます。

　今年度は広島修道大学ひろしま協創中学校・高

等学校の白岩校長としっかりコミュニケーション

がとれました。例会卓話を通して同校のこれから

の方針を拝聴し、先生対生徒の意見交換がしっか

りとれていること、活動に計画性があることを知

ることができました。

　会員の皆様、ご協力ありがとうございました。

　地区大会記念事業として、他クラブと共同で

G７首脳の「平和のメッセージ」を刻んだ石碑を
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例会日・木曜日  12:30〜13:30

例会場・ANAクラウンプラザホテル広島

会　長　諏訪　昭浩

幹　事　𠮷田　大蔵

事務所・〒730-0011  広島市中区基町6-78
　　　　リーガロイヤルホテル広島13F
　　　　TEL 082-221-4894・FAX 082-221-4870
　　　　E-mail：hwrc@godorc.gr.jp
作　成・会報雑誌・広報委員会

広島西ＲＣ 検索

職業奉仕部門
職業奉仕委員会　理事

吉　田　浩　章

社会・青少年奉仕部門
社会・青少年奉仕委員会　理事

田　原　真一郎

国際奉仕部門
国際奉仕委員会　理事

田　島　慎　也

青少年・インターアクト委員会

中岡  弘夫 委員長

国際社会奉仕委員会

田川  昭夫 委員長

地域・環境委員会

瀬﨑  敏正 委員長

国際交流・姉妹クラブ友好委員会

中川  智彦 委員長


